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北海道中央南部富内地域の白要系菌

田　中』啓　策漸

Cretaceous　Deposits　in伍e　TomiucM　Distτict，

　　　　SoutbernCentralHokkaido

　　　by

Keisaku　Tanaka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　The　Cretaceous　deposits　in　the　Tomiuc毎i　district，southem　central　Hokkaidoシ　which

are　a　southern　extensi6n　of　th6Cretaceous　rocks　extensively　developed　in　the　so－called　Ishikari

coal　Held，consist　of　the　Upper　Yezo　and　superjacent　Hakobuchi　groups，and　show　an　intensive－

1y6vertumed　folding。　By　the　detailed　stratigraphic　classification　of　the　Upper　Yezo　group』

the　Upper　Urakawan　stage　in　the　present　areαis　known　to　be　verブmuch　thick　and　rich　in　very

丘ne暫ainedsediment5thr・ugh・utfr・mthe1・wert・theupPeみalth・ugham・re・rlessthick
tufEaceous　bed　is　interbedded　in　the　upper．　This　fact　closely　relates　to亡he　sediment＆ry　facies

of　the　Hakobuchi　group，and　therefore　will　bring　a　clue　tb　suppose　a　much　s亘bsiding　part　in

the　sedimentary　basi血，that　is，Yezo　geosyncline．　Moreover，、to　t耳e　cyclical　sedimentatio取

universally　recognized　in　the　Cretaceous　strata　in　the　meridional　zone　of　Hokkai（lo　including　this

area，some　c6nsideration　is　given　from　the　standpoint　of　the　sedimentary　history、of　the　Creta・

ceous　formatio血．

℃
．

　　　　　　　　　　要　　旨’

　北海道中央南部の富内地域の白璽系は，石狩炭田の東

側に広く発達する白垂系の南方延長にあたり，上部蝦夷

騰講鴛灘皇灘難憲唇轟
討した結果，浦河統上部階はかなり厚く，かつ細粒堆積

物に著しく窟むことがわかつた。函淵層群の堆積相はζ、

の事実と密接な関連があり，堆積盆地内における沈降部

の位置を推察する手掛りを与えている。函淵層群莚つい

ては，従来の知識の改変をほとんど必要としないが，若

干の新事実をみいだした。また地質構造に関しては，と
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　　　　　　　　　第1図　位　置　図

くに調査地域南半部の構造を解明することができた。最

後に，本地域だけでなく，北海道中軸帯を通じて白璽系
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北海道中央南部富内地域の白聖系　（田中啓策）

に認められる堆積輪廻層，およびそれと白璽系の堆積史・

との関連を考察した。

1．緒　　言

　　　　　　　　　　　　　とみうち　　　へとない
　北海道中央南部の勇払郡穂別村富内（旧称辺富内）地

域（第1図）の白墓系は，石狩炭由南部の特異な地質構

造に，あるいは石油資源に関連して1これまでに多くの

人々によつて調査，研究きれてきた．なかでも故大立目

謙一郎13）はこの地域周辺の地質構造を明らかにし，かつ

函淵層群（地層名として辺富内統を使用）の層序の大綱

を樹立した。また含油層に関連しで堆積岩の岩石学的研

究が上床国夫・大立目13）によつて行なわれた。さらに松

本達郎5）は生物層序学的研究を行ない，この地域をヘト

ナイ統の模式地とした。最近では橋本亘3）7）によるこの

弛域一帯の調査があり，地質構造についての見解が発表

きれた。

　筆者は，たまたま石油資源開発K　K・の委嘱によ、つ

て，1957年夏に富内付近およびその南方（沙流川以北）

の白聖系を調査する機会を得た。調査の結果，上部蝦夷

層群の層序を樹立するとともに，若干の新事実を附け加

えることができたので，こ＼に報告する次第である。

2．層　　序

　白璽系ばほ攣NNW－SS耳方向の狭い帯状をなして
分布し，、上部蝦夷層群とその上位に整合で重なる函淵層

群とからなり，大局的には北から南に向かつて上位の地

層が分布するようになる。白墓系と東側の第三系とは，

ポロケシオマップ川において不整合関係（滝ノ上層が白

璽系を直接に覆う）が局地的に残存されている例を除い

て，すべて断層関係にある。他方，地質図では省略した

が，西側の第三系とも断層で接している。白璽系の両側

に接するこれらの第三系は，幌内層群から滝ノ上層にい

たる地層で，大局的にみると両側ともに南方ほど上位の

，地層が白墓系と接するようになる，（第2図）1

　2．1　上部蝦夷層群

　下限はわからないが，少なくとも見られる限りにおい

ては1，300血余りの厚さを有する。本層群の上限から約

200m下位に厚さ30m内外の特徴的な凝灰質岩層（富

内橋凝灰岩層）が容易に識別でぎる以外は，ほとんど暗

灰色無層理の泥質岩からなるのでダ本層群の岩相的層序

細分は比較的困難である。しかし，若干の層準に緑色を，

帯びた粗粒の泥質堆積物が認められ，また岩質のほかに

も凝灰質岩・石灰質団塊・大型動物化石・砂岩の薄層の

含有きれる量，および化石相などについては垂直的変化

が認められる。それらの観察の結果，上部蝦夷層群を下

位からUa・Ub・Uc・Ud・UeφUfrU＄およびUhの
8層に区分し，さらに各層をα・βおよびγに3分した

（第3図）。また本層群から産出する化石は第1，2表に

示すとおりである。以下層序の記述については，’第3図

に示きれている事項はなるべく省略するようにした。
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第3図　上部蝦夷層群層序総括図

　Ua　下限は不明であるが．最下部（便宜的に次記の

下部，　すなわちαに含める）は粗粒堆積物によつて占

められている。この最下部は下位から緑灰色の軟かい凝・

灰質中粒砂岩，・シルト質中粒～細粒砂岩および帯緑色の1

暗灰色砲質シルト岩に分けられ，全体にわたつて緑色㊨

砂粒・細角礫，（いずれも火山岩質ガラスの変質したもの

と思われる），きらに黒雲母を多量に含んでいる．最下

部全体の厚きは，下限が不明であるが・見られる限りで

は10m内外である。下部（α，・前記の最下部を含めた

厚きは150m内外）を構成する泥質岩はしばしば頁岩質
’
と
な
り
， また砂質となるために多少青色～緑色を帯びる

ことがある。帯緑色～白色め凝灰岩および凝灰質砂岩

（厚きは一般に10cm以下で，ときどき30cm内外，　こ

れより上位の地層にづいては色および厚いもの以外は厚

きを省略する）はしばしば30cmおき位にひ、んばんに発

達する。石灰質団塊には植物質片がきわめて少量含まれ

ている。

　下部からは多量の化石が産出する。イノセラムスがア
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ンモナイトよりもはるかに優勢であり，大型の1noo6紛

耀5ho6諮8η廊の多いことが特色である。中部（β，厚

き50m内外）からは1．加66孟56n5∫5がまれに産出す

る。上部（γ，厚き100m内外）には下部一中部の化石

群と異なつて1，％別α∫加6競5などがみいだきれる。

　Ub　下限部（α，厚さ約7m）は帯緑色の砂質シル

ト岩～シルト岩であって，シル、ト質細砂岩ないし細粒～

．中粒砂岩の部分を伴う。この下限をなす地層には，多

量の緑色の砂粒および細角礫（いずれも火山岩質ガラス

の変質したものと思われる）のほかに，石灰質団塊が少

なからず含有きれ，また場所によづては多少凝灰質とな

つている．本層は下位のUaや上位のUcに較べて全体

．としてより粗粒であり，泥岩は砂質を帯びる乙とが多・

く，しばしば葉理が発達する．凝灰岩・凝灰質砂岩が下

半部においてしばしば50cmおき位にひんばんに発達す

る。石灰質団塊はしばしば大型（径0・3～1m内外），か

つ扁平（いくぶん厚い皿形）であつて，植物化石の確片

や炭質物片を少なからず包含する。とくに下限近くにお

いて，厚さ5碗m内外の石灰質団塊帯ないし石灰質砂岩

層ともいうべき部分が存在し，さらに約50m上位の層

準にもこのようなものが認められる。このような部分か

ら1noo67α耀5％ωαガ耀漉5の化石が多量に産出する。

本層の堆積物には緑色の砂粒および炭質物が少量ながら

も全体を通じて含まれ，こ．の傾向はとくに次に述べるUb

第1表上部蝦『夷層群産化石表

漉oρhζyllo‘♂α55％酵α郷05瑚z　SHIMlzu

のαプαgoη漉5glα6働5（JIMBO）

勘α9側47ツ‘6鰯1珈磁％窺（YABE）

・Gα諭ッ‘徽5伽吻lf6α嫌（JIMBO）

σ．診8η痂1ゴ7。α伽窺YABE　　．

Pα窺85漉34α郷85∫（JIMBO）

一五）α卿85露8s　sp．

M診5・卿之・5彦αツ％傭6n5」5（JI磁BO）

勲ohツ485勉o‘67‘z3sp．

Pachydiscidae　gen．＆sp，indet

3‘σρh髭85ρ58z64αz69％α1∫3YABE

56ψh露θ5sp．

OJo5‘砂h髭召5ρ膨π鋸1％5（JIMBO）　．

3ρα1σ7髭65sp，

凸磁・鋤81・卿3卿47∫n・4・5㈱（J・MB・）

「茄・π1伽sp．

王noo召7α郷π5hoみ8孟58η5∫3NAGAo　et　MATsuMoTo

孟　観σφ∫那6n5∫5YEHARA

，五吻ho8n5おMATsuMoTo
五　cf．6之08η5∫5YOKOYAMA

五　n側形伽n∫YOKOYAMA
N伽oη卿∫55α‘hα1伽6n5∫5（SCHMIDT）

Pプoρ6㈱銘55∫襯‘o噸67∫WARING　var。ツ初卿ε漉51

YABE　et　NAGAO
ノ生ηo形∫‘z　sp．

五）6漉α1髭6”z　sp．

一Ro5孟8Jlα擁α（？）ブαρon∫‘αNAGAO

Simple　coral

Echinoidea

Crabl

Uc

γ

R
F

R

R

R
R
F

R

β

R
R
R
R

Ub

γ1

R

・R

R

R

β上部β下部

？

R

？

・C

R

R
R

R

F

R
R

R
R

F

R

F

A

R

Ua

γ

R

R

R

β

R

R

α

R

R、

F
R

R

A

VA：極多，A：多，C：普通，F：少・R：稀
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北海道中央南部富内地域の白肇系　（田中啓策）

　　ド　ドノ

の下部一中部（β）の下部に顕著であつて，量的にも少　　下部ではむしろ正常型のものと異常型のものとは同じ位

なくない。また緑色の砂粒ないし細角礫がしばしば団塊　　になる。正常型のものではG側4ぴ‘67硲のほかに2〉β・』

中に含有されている。　　　　　　　　　　　　　　　　擁ッll・c8プα5，招6加g・n伽5，jDα耀5伽5が，異常型のも

　下部一中部（β，厚さ100～150m内外）から多産す　　のではPolツμツ6ho68プα5，5％6P渉卸ho‘67α5が優勢であ

る化石では，全体之してイノセラムスがアンモナィトよ　一るQ　Iきらに叩η一わ伽66プC麗伽θPαC妙読虹45（おもに．

りも優勢であり，1．吻α∫伽8n廟が多産することが特　　A槻ρ46砂4魏麗5）の産出も目立つている・イノセラムス

徴的であ弓。アンモナィトは下部の方に優勢であり，し　　では正nooθ耀〃郷n昭郷躍n2が少なからず産出している

かも異常型12）のものが正常型12）のものよりもむしろ多　　が・改0εη廊群のものはまれである・

く，前者ではS‘砂h漉5，β曜％1〃65が優勢であるp　　Ue下限部，（α）は少なくとも1mの厚さを有する帯

1．麗測αブ伽8n諮は団塊から多産するだけでなく，泥岩　　緑色の細砂質シルト岩または細粒砂岩（部分的にシルト

、中にも密集帯をなして多産する。アンモナイトはお、む．　質）である。この地層は緑色の砂粒を多量に含むことが

ね団塊中からみいだされている。上部（γ，厚さ50m内　　ある。本層の主部（β，厚さ150m内外）を構成する泥

外）からは下部一中部の化石群と異なつて1n・66瓶灘5　岩はきわめて細粒，かつ均質で，砂質物をほとんど含ま

n4％伽ηπfや2206n525群のイノセラムスが産出している。　ないようである。しかし最上部（γ，厚さ約50m）はよ

　U¢下限部（α）は少なくとも2mの厚さをもつ帯緑　　り粗粒となつて・砂質泥岩から構成され・この岩石はし

色の砂質シルト岩または細粒砂岩（部分的にシルト質）　　ばしば頁岩質となつている・またしばしば不明瞭な層理

であξ。その直上の泥岩は多少砂質を帯びる。本層は前　　が認められ・　細粒ん中粒砂岩の薄層（厚さ2c皿以下）

述のUbに較べて全体としてより細粒となるとともに，　　1を少量伴う・　さらに本層の上限から20～25m下位に灰

凝灰質岩．石灰質団塊．化石の含有量も乏しくなつてく　　色無層理の中粒砂岩が挾在する・　この砂岩層は厚さ2

る．しカ、し凝灰質岩．．化右の含有量によつて下部（β，　　～3m内外であつて・調査地域全体にわたつてよく追跡　・

厚さ100m内外）と上部（γ，厚さ100m内外）とに区　　される。化石は全体として少なくないが，局部的には（と

分される。石灰質団塊は一般に扁平な形を呈し，ときに　　くに上部において）比較的多量に産出することもある。

は大型（径hn内外）になることがある。団塊中に包含　　化石は一般に泥岩中からみいだされる・アンモナィトよ

　されている植物質物の量はきわめて少量である。化石で　　りもイノセラムスの方がはるかに優勢である。イノセラ

はイノセラムスの方がアンモナオトよりもむしろ優勢で　　ムスでは，・Udの場合と異なつて動oo8耀灘5襯耀翻nz

ある。イノセラムスでは1no68瓶耀5物ho6η525がまれに　　のほかに，6zo6n5診5群のものも少なくない己6208n廊群

みいだされ，・また1．n側耀n痂の産出も少量である。　　のうち，とくに孟ノ砂0航郷は主部（β）の最上部に

　Ud下限部（α）け帯緑色の砂質シルト岩によつて　　おいオ泥岩中に多量に産出し・∠㈱α肋56π廊は主．

　占められる．この地層は緑色の砂粒を含み，厚さは2m　　部（β）の下部に優勢である・

　内外である。これより上位の部分は凝灰質岩・石灰質団　　　Uf　（富内橋凝灰岩層）本属はこの地域の上部蝦夷層

塊の含有量によつて下位からβ（厚さ！50m内外）と　　群中最も粗粒堆積物に富み，かつ著しく凝灰質であるこ

　γ（厚き56m内外）とに区分できる。βの最下部は場　　、と1とよつて特徴づけられ，鍵層として調査地域全体にわ［

　所によつて砂質になる。凝灰岩・凝灰質砂岩が全体とし　　たつてよく追跡きれる・、厚さは30m内外で・堆積物は

　て少なくなく，とくに下半部ではしばしば1mおき位に　　下位から上位に向かつて粒度を減じ，下部の凝灰質砂岩

　発達している。石灰質団塊は一般に径30～50cm内外の　　ないし粗粒凝灰岩と上部の凝灰質泥岩ないし細粒凝灰岩

　球状なびし厚い皿形を呈し，ときには径1m内外の大型　　とからなる。富内市街地南方の富内橋南端にある大露頭

　になることも少なくない。また亀甲石（Septαrian　no・　において標式的に露出し，厚さは約33mである・こ、

　dule）もしばしばみられる。団塊中に包蔵されている植．における詳細な層序は下記のとおりである・上位から

　物化石の破片や炭質物は，下位の地層の場合に較べてよ　　　（5）凝灰質泥岩ないし細粒凝灰岩二　粒度はシルト

　リ多くなるが，量的には全体として多くはない・　　　　　質極細砂～シルト質粘土・灰色・薄層理・粒摩を異14す

　　本層は上部蝦夷層群中最も化石に富む地層である。化　　るものが細互層をなし，全体としては上位ほどより細粒

　石は概して団塊中から産出する。化石のうちではアンモ　　となる・より粗粒のものは軟かく・より細粒のものは硬

　ナイトの方がイノセラムスよりも優勢である。アンモナ　　い。黒雲母の葉層を含む部分がある。厚さ10。5m（±）

　イトでは正常型のものが異常型ρも¢）よりも優勢であ　　　（4）凝灰質シルト質細粒砂岩ないし細粒凝灰岩：灰

　る．しかし異常型のものは下部の方に優勢であるので，　　色に黄緑色斑点を混じえ・硬い部分と軟かい部分とがあ
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第2表　上辱部蝦夷層群産化石表

ハ形oρh∠ylJo‘oプα55％6r‘z”zo5z6”z’SHIMlzu

瓦74郷05㈱（MEEK）
Phツlloραoんツ‘6プα582106n56　（YOKOYAMA）

T6伽9・励65g励欄（JIMBO）
σσ％勿・8廊46n5召物召嬬（JIMBO）

61．孟θπ漉1かα伽形YABE

G．診6n痂1ケOl顔”z　var．oプn漉αYABE

G．5オ吻伽ηz　var．、餌而5孟プ綴αMATSUMOTO

Zθ1碗4露85肋ωαno∫（JIMBO）

Z61αn砒θ5sp．

Pα規85伽54α耀5歪（JIMBO）

伽％67．露6745　（（ヲ4プ46n歪‘8プ45）σπg％5伽吻YABE

Mo少μ之05∫α乞5h∫々α測α歪　（JIMBO）

瓦，ブ‘ψon∫‘4（SPATH）

y∂たoツα形o‘傑α5ガ〃zみoづ（YABE）

y．（？）剛5痂㈱MATSUMOTO
ムn卿而4枷55吻67∫（YOKOYAMA）

4・cf・血5伽5妬％5（YABE）
z吐nαノ》αoh‘y4∫56z65　（？）　sp．

E吻αohッ漉5‘％3hα耀4漉（JIMBO）

Pachydisgidae　gen．　＆sp．　indet．

盈漉ピ85．擁伽加鉢MATSUMOTO－

M1．餌∬吻5MATSUMOTO
ハ4診nz6髭65sp．

Peroniceratidae　gen．　＆sp．　indet．

憂ソコリゐ‘zn診068rα5sp．

β05孟7ツoんoo67α5sp．

召o砂，妙‘hoo6プα50∂5孟726碗η3（JIMBO）

～．hαプα44η％勉　（YOKOYAMA）

P．ρ58麗4・9側1伽襯（YOKOヤAMA）

駕ツ助・h・6徽5sp．

Sz‘6汐砂‘ho‘6プ‘z5』yπδαプ6郷6（YABE）

島翻・諾卿Z・‘徽59灘47∫n・4・5㈱（JIMBO）

βα‘％1露83sp．

Aptychus

伽06勉灘5灘肋初σ6漉5NAGAO　et　MATsUMOTO

Z．cf．吻んoθn5おMATsuMOTo

1．6之06n5歪5YOKDYAMA

五ノ砂on蜘5NAG．et　MAT。

1。佛説％5εn5露NAG．et－MAT。

・1．n昭”観n勉Yo忘OYAMA

五　〇万6nψα1♂5SOK．OLow

五〇漉n孟α1∫5var．佛吻鰯5NAG。et　MAT。

工P灘405協α螂NAG．・et　MAT・

Uh

？

A
F
R

Ug

γ

R

？

R
C

R

R
？

R

R
？

R
R

VA

R

β

R

？

R

R

R

F

A
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α

R

F

Ue

　　　β　β
γ上部下部

R

R

R

R

R

R
R
R
R

R
R

C

？

R

R
C

F

R

F
R
F
R

γ

F

R
R
R
A

R

R
F

R
？

R

R
？

R

R
R
R

R
R
R

R
R
？

C

Ud

β
上部

C

．R

g
F

？

？

R
F

R
R

R
R

R

R
C

　β

下部

F

R
C
F
C
R

．R

C

R
R

R
F
R

R

R
R
R
A
C

C
R
R
F

R
R
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ハ砺6％14cf，ノわプ〃zo5αNAGAO

〈王．7α漉0605如如NAGAO

．Ao露‘z（Tプ％nαz6歪1α）ho勲漉408n5おNAGAO

ハ碗πoηα窃55α6hα1ぎn6允5ガ5　（ScHMlpT）

P吻8伽％3伽窺‘o吻爾　WARING　var．ツ％みα76繍YABE
et　NAGAO
／1no”zガαsp．

Lz‘62nσ　（ハ勿π8ゆ）6210θn5おNAGAO

50蹴プ伽侃∬耐α万α（YOKOYAMA）

3‘z6771αsp。

ハ447gαプ露θ5cf．5αoh‘zl診n6π5∫5NAGAO

T6∬α701α∬．ノ4ρon歪昭5YABE　et　NAGAo

Simple　coral

Echinoidea．

Crab

Uh
Ug

γ

R

R
R

R
F

β
、

R

R

R

『
α

Ue

γ

R

β
上部

？

β

下部

R

R，

R

Ud

・γ

R
R
R・

R

F

β
上部

R

β
下部

R
R

R

R
R
R

る。お＼むね無層理であるが，下部には葉理，上部には

葉理・薄層理が認められる。ガラス質であるが，上部で

は結晶片を含む。黄緑色の火山礫・暗灰色凝灰質粘土岩

は下部に多いが上部では少ない。厚さ11m（±）

　（3）凝灰質シルト質中粒～粗粒砂岩ないレ粗粒凝灰

岩：灰色に緑色斑点を混じえ，硬い。全体としては無層

理であるが，上部では多量の凝灰質泥岩片を含むこ．とに

よつて葉理を示す。ガラスを主とし，結晶を混じえる。

下部では石灰質団塊状めもの（径20《’50cm）が少なか

らず含まれる。上部ではレンズ状（径10～20cm）の暗

灰色凝灰質粘土岩が少なくない。厚さ7m（±）

　（2）’凝灰質シルト質粗粒～中粒砂岩ないし粗粒凝灰

岩：灰色に白色斑点を混じえ，硬い。無層理，部分的に

不明瞭な層理がみられる。結晶とガラスからなる。厚さ

2．5m（±）

　（1）　凝灰質シルト質粗粒～極粗粒砂岩ないし粗粒凝

灰岩：灰色に白色斑点を混じえ，硬い。無層理，部分的一

に厚層理。結晶は角張り，長石が多く有色鉱物を混じえ

る。扁平な断片状（径1～3cm）・球状の暗灰色凝灰質

泥岩を含む。厚さ2m（±）

　この場所における本層上部のガラス質凝灰岩は，鏡下

では多量の斜長石（中性長石に灰曹長石を混じえる）の

ほかに，まれに黒雲母・紫蘇輝石を含み，火山ガラスを

基質とし，石英安山岩質である。、

　U9　泥質岩はしばしば頁岩質となつている。一またし

ばしば層理が認められる。Ugの下部（α，厚さ50m内

外）一中部（β，厚さ100m内外）に挾有きれる砂岩薄層

　（厚き5cm以下）および葉層は灰色を呈し，シルト質，

　細粒であつて葉理を示す。凝灰質岩は中部（β）および一

　上部（γ，厚き50m内外）に多く，とくに上部では1～

　2mおき位にひんばんに発達することがあり，厚きはし

　ばしば1～2m内外となる。団塊は一般に扁平な形状を

　呈し，ときどき表面が黄褐色を帯びる。なお上部に含ま

　れる団塊はしばしば少量の植物化石破片を含有する。

　　化石は団塊からも母岩からも同じ位に産出する。大局

　的にはアンモナィトよりもイノセラムスの方が俸勢であ．

　る。 アンモナイトは下部一中部よりも上部の方により多

　く産出している。アンモナイトでは正常型のGα4みッー

　667α5が優勢である。イノゼラムスでは，Ueの場合と

．異なつて8206n廊群のものが減少し，血068rα郷郷π側一

　郷伽漉が多量に，　とくに上部においてきわめて多量に

　産出する。

　　U欺本層は上部蝦夷層群中最上部を占める・より粗粒

．の堆積物からなる。この地層は松本達郎の函淵層群の基

　底部（皿一IVa）5）に相当するものであるが，上部蝦夷層

　群への漸移部であり，また上位の函淵層群に向かうより

　・も下位の地層に向かう方が岩相変化が緩慢であるので，

　こ、では上部蝦夷層群に含めた。，堆積物は青灰色を呈

　し，いくぶん軟かい．石灰質団塊は一般に径30c血内外，

　の球状ないし厚い皿形であつて，ときどき径1m内外の

　大型ζなる。また団塊は少量の植物化石の破片を含み，

　きらにしばしば葉理を示す。

　　化石では，』イノセラムスの方がアンモナイトよりもは・

　るかに優勢で，団塊からも母岩からも豊富に産出する。
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層序区分
〔層厚m）
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陞
ジ
ル
曙

dl ＿＝』＝
一　　　　一

暗灰魯シルト岩

青緑灰～暗緑色無層理
G％

、，中粒～粗粒砂岩

二罪． 音灰色シルト質細砂岩～継’損シ
C5％ ×　乙＝韓・．

　，　　一　　　■

ルト岩）細駈～瞬立砂岩

HG ・’「瞬、1働 青緑灰一暗灰色、無層理

A
C4

×．』
ノ弼i

，，冠Ψ’・仲粒〉榴鋤渇含疎
、『口 25 XX㌔．、

」木
一二π＝．

牛
　
層

C3 ×
x

vず『▽9v
．＝＝ニニ．

．二二二；．

．＝＝ニニ

琶灰色無層理

囲煩シルト岩〉シルト
質細砂岩

炭質物
石灰質団塊多い．

廓oo3澱“7婚グ説吻ぬπε職あ

）
．＝＝＝．

甜 ．＝マ；． へ

C2 艇1謙諏無層理中粒）粗粒 岸質物

2
少岩・含襟 クロスラミナ

Cl
戦醒，空　’台無層理粗粒～極粗粒

．，、，・少岩’備
滞質物舎油砂岩・含油頁岩
ク日スラミナ

k
し

／5ワ 30
．青灰琶繭駅ヲ駅質r
　粒〉粗粒晋1猪 炭質物

ナ
．＝＝＝．

b3
×
×

．』＝＝．

．＝＝「＝．

音灰色無層理シ1レド質細

少岩～砂質シルト岩

炭質物　．

石灰質団塊（剋が多・・）多蟻
々曜彫7硲謡烈o紹“5畠

30 ．二‘＝「’ イ

＝＝
＿＝＝

＝＝』二』

＝

統

＝「二「＿

＿＝
＿甲＝＝

上

x
＝＝＿

＿＝ 部

＝二Hb ＿＝＝一

（
下
部
シ

b2
＿＝＿

＿＝＝

＝：＝ニン暗灰色黙層理

　　田砂質シルト岩～シルト岩
炭質物
石灰質団塊少ない、

P皆

ル
＝「』＝＿

ト ＝一＝；

一
石 ＿＝＝

層 ＝「＝
） ＝＝

＝＝「＿

；甲
＝
＝＝＝＿ 〃伽㏄‘砺観o厚α緻5ど5

x×
＝「＝＝ 々ocθ雌徽55鰍o伽θ偲応＊

＿ニニニ

＝＝二』

230 一　　　『

b1 X
×

．＝＝二：．

．＝＝1』．

．』二．

暗灰色無層理細砂質シルト
岩～シルト質細砂岩・ 一質物

石灰質団塊Ψ・多・・，

吻吻如卿δ勧雁ε諮ε水

＆吻歯螂備晦聯8ハαs）
　　　　ノαρo〃κ硲

3ω 40
x×

　．」：』＝＝．

　■　　　一　　　』

×　ご・＿．P
ノルト質輔湘粒腸（1鱒石葡

窃κε昭〃勝訪‘乏o出齪θπ諮

緑灰～青灰色無～厚層理 疑成岩

α7 中粒＞粗粒砂宕 一層

詔一甜

クロスラミナ

ノ ∈三慌 音灰色細砂質シルト岩〉シ
’＝＿P一』 レト質細砂岩互層 へ
■　『　　，　，　一　r

’一＝．

’こ＿

（中粒砂岩を伴なう）

α6

『＃ 詠色羅理継慣シルト岩 ト

）灰～青灰色無層理細粒砂岩 火岩

Hα
60 山

石
鞭 ナ

へ
富
　
　
内

α5 XX、　’
半vv一

、緑灰～青灰色無層理
、・沖粒一粗粒砂岩

疑灰岩

炭層（岨δs。“‘爵含む）
タロスラミナ

あo‘ピπ“硲δσ加雌
曜r侃パ必‘ご‘δ亭 イ

層 紹一50
、景灰色無～厚層理中粒砂岩 統

）
．＝二．

、二＝＝． 音灰色無閣理細砂質シルト 疑1ヌ峯

．G4

X
＝二一

臼＝＝
岩～シルト質細砂岩 炭層

炭質物

如‘6昭例5δ‘加ノ轍
昭r“1‘ンη6‘ど島

下

紹
一＝r＝

音区

×　，．

・f響蘇
，♪悔肥無腰髄〉闘船岩・謙

．饗巫負由圃里彊輕室＿ 一質物 伽。6加雄o〆忽物乙5嵐
写x．：’，’

，・o＝一，＝’…鞭鞭理髄樋粗粒鵬・鱗 ク目スラミナ 階

03 ’一黒 漱色無層理粗粒〉中糧媚

一 ヨ中粒砂岩 疑灰岩

、仲樹脚岩灘
瀟
連
痕

70 中粒寸田粒砂岩

α2

一』＝丁二

．一＝＝
帯青脚鰍色醗贋シルト岩〉 凝灰岩 伽‘6だ伽αεor伽鰍8木

20 XXg・碍砧シルト質細砂岩（下甑互層） 炭質物 z加魚6齪

30
012∂ ×費・も’．ぞ；．樹，漱撫導層理・

　粗粒櫓騰・中粒砂岩・含牒
炭質物
ク日スラミナ漣痕

ルoα搬“～α5cだ06‘θ面蕗

XX
X
革

凝灰質岩

罎頁岩二砂質頁岩
砂質シ」レト岩

石’慣奉泥質岩互層

細紗質シルト岩～シルト質糧少岩

中粒～細粒砂岩

粗粒～中粒砂岩

極粗粒～粗粒砂岩

蘇宕

動刎ヒ石（多産〉

動物イヒ石（少産）

植物北石

第4図　函淵層群層序総括図
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イノセラムスのうちで多産するものは　動o‘8燭耀50所

ε漉α傭である。．

　対比　上部蝦夷層群の対比は第3図に示きれるとおり

である。なお本地域の上部蝦夷層群と南方の富川図幅地、

域北東部に発達する上部蝦夷層群4）との対比を試みると，

後者のC3・C4・C5下部およびC5中部一上部はそれぞれ

本地域のUa・Ub・UdおよびUe－Uhにほ黛相当す
る。

　2．2函淵層群
　上部蝦夷層群とは整合関係にあるが，急激な岩相変化

を示す。岩相の垂直的変化が著しく，全体としては粗粒

堆積物に富む。しかし全体の厚さが800m内外に及び，

かつ中部に細粒堆積物が厚く発達することは，この地域

の函淵層群の特徴である。

　函淵層群の岩相的層序区分については，松本によるも

の5）6）が調査地域全体にわたつて適用され，こ、では松

本のIVの代りにHの記号を使用したにすぎない。また

特筆すべき新知見も得られなかつた。したがつて層序学

的記述は第4図に示すように概述するにと却めた。しか

し調査の結果，鵡川両岸で得られた若干の新事実につい

て述べたい。凝灰岩が従来知られていた層準以外にもみ

いだされた。

　Ha2の下限部：厚き1．7m，1層

　Ha3に挾在する2枚の炭層のうち上位の炭層中二厚

　　　さ0．3m，・1層

・Ha4の下限部：厚さ2m，1層

　Ha5の炭層中：厚き5cm，2層

　Ha7の上限近く：厚さ0．3m，1層

　Hc3の上部：厚き0．5～1m，1層

　Ha6に挾在する凝灰岩は，鏡下では多量の石英・斜長

石（中性長石）のほかに少量の黒雲母，さらに紫蘇輝石

をまれに含んでいて，’石英安山岩質のものである。

　炭層もHa4¢）中部およびHa6の下部に厚さ1m内外

．のもの酉挾有されることがわかつた。き．らにHa1の砂岩

およびHa3の爽炭部の砂岩に漣痕が観察された。

　次に化石の産出にづいて若干ふれたい。Ha2には

動o‘6解窺％50プ乞8n6α1∫5が多産し1》Ha5には厚さ約L5m

の05舵α層がみられる（後者は沙流川左岸の場合）。Hb

は最下部（b1，厚さ40m内外）・最上部（b3，30m内外）

が主部（b2）に較べてより粗粒で，化石がb1からb2の

下部にかけで少なからず産出する・この化石に富む部分

の下部では，アンモナイトとイノセラムスとは同じ位に

塵出し，前者では正常型のハ呂6砂hッlloo8解5h6渉o理αゴεn58

MATsuMoTo，　後者では　1no‘67α郷％55h∫ゑ伽n6n5∫5

NAqAo，et　MATsuMoTqが優勢である。上部ではイ

ノセラムヌの方がアンモナイトよりも優勢になづて，

正5h漉o診砺6η廊が少なからず産出する。また五5h伽・

渉伽6n5∫5はb3でも少量みいだされるが，Hcでは疑わし

いものがきわめてまれに含まれているにすぎない。

3．地質構造

　本培域の白墓系の構造は，根本的には石狩炭田南部に

おける基本的構造に関連して，大局的にみる、と西方外転

倒する過摺曲によつて規定きれている（第5図）註1）・こ

のような構造的形態が最終的に確定きれた時期は，周辺

の地質構造から判断すると，鮮新世末期であろう。地層

は一般にNNW－S　S　Eの走向をとり，60～80。の傾斜

を示し，転倒し『ていることが少なくない。
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第5図地質断面図

∀

7

　白墓系分布地域の東側部では，軸面が東方に傾斜するー

転倒背斜構造をつくる。この背斜の西側にNNW－S　S

E方向の顕著な走向断層が通る。この断層より西側では

前述の転倒背斜構造がさらに強く転倒し，あたかも横臥

摺曲のよう獄ことを行なつている。

　第5図のA－B，C－D，E－F断面の順に，すなわ

ち北から南に向かつて，横臥した背斜の頂部の前下方へ

．の突込みが著しくなつてゆく。しかしA－B断面に示き

れた転倒背斜は，図示きれた部分の西方，すなわち富内

西方ではC－D断面の左半部にみられるような状態を示

9一（551）

註1）　白聖系地域の東側部を通る顕著な走向断層より　1

　西側の構造については，調査地域内の地層の分布状
　態から直接に判断する限りでは，第5図に示したも

　のと異なつた解釈が可能である。しかし富内西方の
　函淵層群にみられる醗転構造5）13）を考慮に入れる

　と・第5図に不すような構造の解釈が合理的である。

，l

l
、l

l
1



地質調査所月報　（第11巻第9号）

す。したがつて富内西方にみられる醗転構造は南方で1ま

東へずれて現出するこどになる。このような鎌転構造は

、調査地域北方の中穂別およびサヌジベ方面にも知られて

・いる3）。この地域周辺に発達する4つの醗転構造は雁行

’状に配列し，南方のものほど東方にずれて現われる註2）る

醗転構造の南翼では，地層はむしろE－Wに近くなるよ

うな走向をとり，30。内外ないしそれ以下の緩傾斜をも

つて北方へ転倒している。

　断層にはNNW－S　S　E系のものとNE－SW系のも

・のとがある。前者は東から西に向かう衝上性の断層であ

る。白垂系分布地域の東側部を通るものはとくに顕著で

あつて，断層の東側は北方ほどより大きく衝き上げてい

る。NE－SW系の断層は見掛上南落ちで1とくに謙転

構造の形成と関連があると考えられる。『

4．堆積相
　4．1　上部蝦夷層群の堆積相

　本層群は全層を通じて主として細粒均質な泥質岩から

なるが，泥質岩の粒度，含有される砂岩薄層・凝灰質

岩・石灰質団塊・大型動物化石・植物化石や炭質物め

量，さらに化石のうちアンモナイトとイノゼラムスとの

優勢度，アンモナイトにおける正常型のものと異常型の

ものとの優勢度などの点について垂直的変化を示す。し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　をたがつて下位よりUa　Cド限不明），Ub－Uc，Ud－Uh
『
の 3堆積輪廻層11）12）に区分される。これらの堆積輪廻層

における岩相・化石相の垂直的変化の一般的傾向は，層

序の記述のところであげたことからわかる吉うに，小平

蘂川流域の白璽系12）につい亡指摘したものと調和的であ

る。またこれらの堆積輪廻層は細粒堆積物に富んでいて，

400～600m内外の厚きを有する1

　凝灰質岩はギリヤーク統上部階の上部・浦河統下部階

の中部一上部・浦河統上部階の中部および上部に発達し

ている。化石の産出状況についてみると，劫066雁耀3

hg66哲5伽5ゼ5はギリヤーク統上部階の上部に，　五％測のか

卿6漉5は浦河統下部階の中部一上部に，五η側脚n痂は

浦河統上部階の上部に多産し，五ブ砂o耽爵は浦河統上

部階の中部一上部に優勢で，　それらの多産する層準は

’五加％彫αη勉の最も多産する層準ホりも下位にぐる。

　浦河統上部階は北海道中軸帯における従来の知識とか』

なり異なつた状況を示す。すなわち本階は非常に厚く，

900m内外の厚さに達し，・かつ全層を通じてほとんど細

粒堆積物からなり，、砂質物がきわめて少ない。このよ

．註2），この種あ構造が，　またその胚芽的なものであ

　れ，微弱なものであれ，調査地域の南方にも認めら

　れるか否かを検討する必要がある。、

　うな現象は凍に述べる函淵層群の堆積と密接な関連をも

つ。一

　4．2　函淵層群の堆積相

　函淵層群に認められる堆積輪廻層2）6）は，　第7図の左

側に示きれているように，H琴・Hb・Hc－Hb（上限不

明）の3層であり，さらにHaでは3亜輪廻層が識別さ

れる。これらの3亜輪廻層はそれぞれ砂岩礫岩部（動物

化石をより多く含有する）に始まめ含炭部に終わる。細

粒相からなるHbが示す1堆積輪廻層における岩相・化

石相の垂直的変化の状況は，上部蝦夷層群の場合と本質

的に同じである。Ha・Hbで示される2堆積輪廻層の厚

さはそれぞれ約300mである。　またHa1における亜輪

廻層は90～120m内外の厚さを有する。

　凝灰質岩はヘトナイ統下部階の種々の層準に挾在し，

ヘトナイ統上部階では上部にみいだされている乙化石の

産出状況についてば乃㍑6r㈱郷5‘h痂漉∫var．漉7α一

6∫傭はヘトナイ統下部階のむしろ下半部に産出してお

り五5h漉o孟αn6n廊は同統上部階の下部に優勢である。

　この地域の函淵層群は，空知背斜地域ゆ，函淵1），登

川6）などの場合と異なつて，全体の厚さ（上限不明〉が

800m内外に及び，・かつ中部に細粒堆積物が厚く、発達し

ている。このことは前述のように浦河統上部階の堆積相

乏密接な関連がある。すなわち富内地域では，，北海道中

軸帯西側の南部区10〉mの他地域と異なつて，浦河統上部

階がより厚く，細粒であることに調和して函淵層群もよ

の厚く，かつ細粒相に富む。このような現象は南部区に

おける堆積盆地の状態，とくに盆地内における沈降部の

位置を推察する手掛りとなる註3）。

　4．3　堆宿輪廻層

　本地域の上部蝦夷層群・函淵層群だけでなく，筆者が

．かつて調査した他地域の中部蝦夷層群から函淵層群にい

たる地層においても堆積輪廻が認められることを指摘し

てきた10）11）12）・このホうな堆積輪廻層は，第工段階とし、甲

ては相対的に粗粒から細粒にいたる一連の坤層として示

註3）　南部区では，ギリヤーグ統下部階の最大層厚部

　は主夕張川流域5）’に，浦河統上部階のそれはさらに

　南方の本地域に認められる。へトナイ統は富内地域

　よりも南方，しかも東側の，すなわち神居古潭帯内

　に位置する浦河地域5）においてより厚く，かつ細粒
　相が著しく卓越する。しだがつて，堆積盆地内の沈

　降部は時代あ経過とともに大局的にみると南方へ移

　動した。かつへトナィ世における沈降部は浦河世の

　場合よりも南方に移動しただけでなく，東方にずれ

　た。このような浦河世からへトナイ世にかけての沈
　降部の東方への移動は，北部区10）11）の上猿払図幅地

　域11）においても指摘きれる。なお上猿払図幅地域の

　白璽系の過半部は神居古潭帯内に分布している。

10一（552）
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されるが，たんに粒度の変化だけでなく，相対的に浅い

環境から深い環境への垂直的変化ができるだけ反映され

ているように，岩相全般・化石相の垂直的変化を総合的

に考慮したうえで認識されるべきである。

　堆積輪廻層の境界を決定するにあたつては，相対的に

浅い環境に堆積したと考えられる相対的に粗粒な堆積物

の下限を便宜的に堆積輪廻層の下限とみなした。　しか

し，ζのことは厳密には自然的，かつ合理的でない。・な

ぜなら，この場合の粗粒堆積物は，原則として1堆積輪

廻層の頂上部をなす海退性または隆起性の堆積物と，そ

の上埣の堆積輪廻層の基底部をなす海進性または沈降性

の堆積物とから構成されているからである。　したがつ．

て，厳密にはそのような粗粒堆積物内のどこかに堆積輪

廻層の境界を求めるべきである。その具体例として，本

地域の函淵層群におけるHa3・Hc、の場合を検討しよ

う（第6図）。・Ha3においては，　2枚の炭層それぞれの
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第6図　函淵層群における堆積輪廻層の境界（縦実線は岩相

　　　上の諸要素の発達状況または含有量の顕著な場合。

　　　縦破線はそれらの顕著でない場合を示す。）

直上には侵食面が観察されるが，岩質・堆積構造（層

理・葉理・斜交葉理などの発達状況）および炭質物の含

有状況などから，上位の炭層の上限を堆積輪廻層の境界

とみなすごとができる。Hc1では，侵食面が認められな

いが，岩質・堆積構造および含油砂岩・含油頁岩の含有

状況などから，Hc1の層序断面のほじ中央のどころに堆

積輪廻層の境界を設けることができる。このように厳密

に境界がきめられる場合はよいが，実際には，堆積輪廻

層が厚い粗粒堆積物，とくにそれが純海成堆積物からな

る場合，岩相・F化石相にづいての資料が不充分である

と，堆積輪廻層の真の境界を決定するでとは容易ではな

い。したがつて，前述のように相対的に粗粒な堆積物の

下限は便宜的に1堆積輪廻層の

下限として認められることにな

る註4）。　このように堆積輪廻層

の真の，　自然的な境界と便宜

的，人為的な境界とは当然食い

違つてくる。それを富内地域の

函淵層群を例として吟味しよう

（第7図）。第7図からわかる

ように，両者の境界の食い違い

，は決して大きくない。しかし，

岩相・化石相の資料が不充分φ

場合，　下限・上限が便宜的，

人為的に定められた堆積輪廻層

の厚さが薄く，かつ，その地層

の始まりを示す粗粒堆積物が厚

いほど，この堆積輪廻層と真の

自然的な堆積輪廻層との層序的

範囲は食い違いが大きくなる。

　こ㌧に述べたような堆積輪廻

層は，あまり小さし．・単位のもの

に捉われないで認識されたもの

で，北海道中軸帯の白垂系に普
　　　　　　　　　　　　　　第7図　函淵層群にお
遍的に認められる註5）・　しかし　　　ける堆積輪廻層　，

　註4）　北海道中軸帯の白璽系では，ある1つの相対的

　　に粗粒の地層は，その上限よりも下限の方において，

　　それに続く地層への粒度変化が大局的にみてより急
　　激1がつより顕著であることが多し）。

　註5）　極端な沖合相では堆積輪廻をみいだすことが困

　　難であり，また縁辺相ではて＼で述べたような亜輪

　　廻や，きらに小単位の見掛上の輪廻が含まれる・こと

　　があるので，普遍的な輪廻を認めることがむずかし
　　くなり，きらに極端な縁辺相ではそgよう『なことが

　　一層困難となる。なお中部蝦夷一函淵層群には12堆

　　積輪廻層が認められ10）11），下部蝦夷層群は2堆積輪

　　廻層からなるであろう。
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個々の堆積輪廻層の年代的位置11）は全域を通じて必ずし

も同じでなく，場合によつてはかなりずれ註6），またあ

る時期では本地域のHaのように，より小さい単位の局

地的亜輪廻層も認められる10）11）12）。・このことは白璽系の

堆積史と密接な関連がある・要するに，堆積輪廻層の認

識にあたつては，・北海道中軸帯白聖系の堆積が地向斜的

沈降と造陸運動的沈降とによつて大きく規定されている

ことを念頭におくべきである。こ㌧に述べた堆積輪廻層

は岩相的層序区分の1型式であるが，岩相的層序区分単

位としての累層（formation）や部層（member）とは内

容を異にする。しかし地層の単元の大きさからみると，

1堆積輪廻層はほ黛累層に相当する。また層序的範囲に

関しては，1堆積輪廻層は一般にそれが関連している階
　　　　　　　　　　　　　　ノ（北海道中軸帯の白璽系に認められる階）の層序的範囲

を越えることがなく，ほ窒階ないし階の半分位の大きさ

の地層である。堆積輪廻層の層序的範囲の大小もまた白

璽系の堆積史と密接な関連をもっ註7）。なお堆積輪廻層

の厚さおよび標式的な堆積輪廻層における岩相・化石相

の垂直的変化は，すでに述べたことがあるので10）12），こ

こでは省略する。

5．　あとがき

　本地域の白璽系の層序および構造については，きらに

周辺の地域，とぐに沙流川一額平川間の地域を調査する

必要がある。また堆積輪廻層に関連して，将来函淵層群

註6）　このことはとくに北部区と南部区とで比較した
’
場
合 に指摘きれる。

註7）　宮古世新期一へトナイ世新期における堆積史

　は，堆積相の巨視的な特徴からみると，　第1段階

　（宮古世新期一同世末亜期），第2段階（ギリヤーク

　世古期一同世新期の前半），第3段階（ギリヤーク

　世新期の後半一浦河世末亜期）および第4段階（ヘ

　トナィ世全般）の4段階を経過したと考えられる。

　第1，第3段階では，ともに堆積相が中軸帯全域に

　わたつてむしろ均一的であり，そのうち第1段階の，
』堆積相はむしろそれより以前の下部蝦夷層群の堆積

　相と第2段階以降の堆積相との中間のものである。

　第2，第4段階ではともに堆積相が分化的である
　が，両段階は内容的にかなり異なり，第4段階が海

　退的であることはいうまでもない。堆積輪廻層の年

　代的位置は，第1，第3両段階では全域を通じてほ
　ダ同じであるが，第2，第4段階では地域ごとに異
　なり，亜輪廻層毛生じた。堆積輪廻層の層序的範囲

　は第1段階では小さく，第3段階では大きく，第2，

．第4両段階では小さい場合も大きい場合もあるが，

　全体としてはむしろ小きい。なお堆積輪廻層の厚さ

　は大局的にみると第1段陛，第2一第3段階，第4
　段階ごとにうすくなる。

における堆積岩を岩石学的に検討しだい。

　本稿の公表にあたつては石油資源開発株式会社の承諾

を得た。またこの地域の地質一般について東京教育大学

の橋本亘教授から，一部の化石の同定について九州大学

の松本達郎教撰から教示を受け，堆積岩については本所

の角靖夫の協力を得た。以上の方々に深く謝意を表す

る。　　　　，　　　　　　（昭和34年11月稿）
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